
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年 9 月、「2030 年までに貧困を撲滅し、持続可能な社会を実現するための  

17のゴール」を目標に SDGｓが国連サミットで採択されました。 

ここでは、給食や食育活動をとおした各学校での SDGｓの取組をご紹介します。 

 

～SDGs と学校給食～ 
 

だしやスープは和洋中にあうものを使用します。 

和風だし（削り節、昆布、煮干し）、洋風のスープ（鶏ガラ、 

ローリエ、野菜の皮など）、中華のスープ（鶏ガラ、香味野菜

など）はすべて朝から煮出しています。 

今回のふりかけに使用したのは、汁物のだしに使用した 

削り節と昆布です。 

エコふりかけ 

 板橋区の小学校（共同献立）で 12月に「エコふりかけ」

を実施しました。「エコふりかけ」とは、だしをとるときに

使用した出がらしの削り節と昆布を使ったふりかけです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会・理科・家庭科・保健体育などの教科と連携し、教員と栄養

士が授業を行います。 

 給食との関わり、食文化、食の役割や大切さ、感謝の気持ちなど、

SDGｓを視野に入れて学習します。 

地元の野菜を食べられる喜び！ 

委員会活動 

中学校家庭科「私たちの食生活」 

 
給食の献立作成を行います。各クラ

スで発表を行い、クラスの代表献立

を決めます。代表献立は実際の給食

に登場します。 

残菜調査 

 給食委員会の生徒が、地元農家の方の畑で農業体験をさせて

もらっている学校もあります。 

収穫だけでなく、草とりやつる切りなども農作物の成長には 

欠かせないものです。商品として扱う大切さも学びます。 

教科と連携した食育 

 板橋区の小中学校では年に３回残菜調査があります。

その期間に残菜を減らす方法を児童・生徒で話し合い、

集会や給食の時間に発表を行い、残菜を減らす取組を 

行っている学校もあります。 

１０月中旬 

さつま芋のつる切り＆ 

巻きとり（重労働です！） 

幼稚園の芋掘り準備も兼ね

ています。 

１１月初旬 

さつま芋堀り 

放課後の作業。日が暮れる前に

掘りきらないと！ 

中学校家庭科「日本の食文化と和食の調理」 

 
区内生産者の染宮利章さんを特別講師として

お招きし、授業を行います。 

板橋区の食材や食文化、給食との関わりを学

びます。 

アーモンド 

キャラメルポテト

になりました。 

後日、給食委員

自ら、給食室へ

納品しました。 



 

 

    

 

 

 

 

牛乳パックのリサイクル 

 板橋区の小中学校では、令和２年度から『牛乳パックのリサイクル』を始めました。毎日のちょっとした行

動が社会の役に立ちます。 

のりしろを剥がして開きます。 

リサイクル業者さんが回収します。 

新しい牛乳パックやトイレットペーパー

などに生まれ変わります。 

中学校では「食に関する指導」の月別目標に合わせて、４コマ掲示物を 20 種類作成しました。「食事のマナー」

「食品添加物」「食品ロス」「感謝の気持ち」等のテーマがあります。身近なことが SDGｓに繋がっていることを知

ってもらうために、掲示物の右下には関連する SDGsマークを載せています。 

 

 

牛乳をしっかり飲みきります。 

牛乳パックを、水道でザブザブ洗います。 

洗った牛乳パックを乾かしたら、

コンテナに詰めます。 

掲示物 

 


